
生ごみリサイクル推進プラン概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生ごみリサイクル推進プランとは 

【背景】 

生活の中で必ず発生するごみを、適正に自己処理することやリサイクル

するなどして、ごみの処理量を減らすことは、循環型社会の形成のため

に不可欠な取組である。 

新たに計画する資源循環型施設の規模をよりコンパクトなものとして、

地域への環境負荷をできるだけ低減する必要があるため、可燃ごみに多

く含まれる生ごみの焼却量を減らすことと共に、有効に循環利用できる

持続的な仕組みづくりを目指し、計画を作成する。 

生ごみリサイクルの構成要素 

上田市の地域特性を活かして生ごみを「ごみから資源に、処理から利用 

にシフトさせ、まちの活性化にいかす一連の循環の仕組み」とするため、 

環境と経済を両立する持続可能な社会づくりの世界共通の目標となる

SDGsの視点も加えて構成要素とする。 

 

生ごみの発生・排出抑制の推進 

１ 家庭の取組 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画的な買い物 
 賢く責任あるエシカルな消費 

生ごみの３切り 
 食材の使い切り、料理の食べ切り、 

 それでも発生する生ごみの水切り 

食品ロスの削減 
 エコクッキングの実践など 

自己処理の取組 
 ごみ減量化機器や「ぱっくん」活用 

 堆肥は庭や畑で利用 

発生・排出抑制 
 

自己処理を普及拡大し、令和４

年度までに 200ｔ以上の排出抑

制を目指す 
 

【生ごみ自己処理世帯を増やす】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

排出抑制目標 

２ 事業所の取組 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品ロスの削減 
食品ロスを生まない適切な発注・

販売・在庫管理・調理の工夫 

再生利用の推進 
 食品関連事業者を中心に食品循環

資源を再生利用する 

発生・排出抑制 

３ 行政の取組 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

最も基本的な取組は、生ごみそのものを生まないこと。それでも出た生

ごみは、なるべく自ら適正に処理をして、ごみ集積所への排出を抑制

し、焼却施設での処理を少なくすること。これらの取組が継続するよう

に、一人ひとりができることから一歩ずつ自主的に行うもの。 

・賢い消費をする 

・調理にひと工夫

する 

・食品ロスの背景

まで考える 

 

発生を抑制する 自己処理を優先 資源化して利用 自主的に取組む 

・ごみの減量に取

組める人が、で

きることから

取組む 

 

 

【位置付け】 

「上田市ごみ処理基本計画」及び「ごみ減量アクションプラン」に示す

生ごみ減量の推進施策を展開するための個別計画とする。 

 

 

 

上田市ごみ処理基本計画 

上田市ごみ減量アクションプラン 
生ごみリサイクル推進プラン 

・全市域で生ごみの
自己処理を優先。
自己処理が困難
な地域でも、分別
収集などにより
資源化を図る 

・生ごみ由来の有機

物を農地還元し、

農業を起点にま

ちの活性化に役

立てる 

 

生ごみ処理量 

推計 1,540ｔ 

処理量の拡大 

推計 1,780ｔ 

 

地域一体の取組 
「もったいない」を合言葉に、ごみ問

題に関心を持つ市民を一人でも増や

し、理解と協力の環を拡げる 

連携による推進 
 生ごみを堆肥化して地域内で利用す

る事業の実施を推進 

意識の高揚と環境整備 

市民アンケート 

結果から推計 



生ごみ分別収集による資源化の推進  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生ごみ分別収集による資源化の推進 

１ 家庭系生ごみの資源化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業系生ごみの資源化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 処理の考え方 

自己処理が困難な地域を対象に分別収集し資源化する 

イ 分別収集の範囲 

①住民の理解を得ながらスモールスタートし、段階的に実施する 

②原則として、上田中央地域から取組み、都市計画における用途 

地域内を範囲とする 

ウ 生ごみ収集量の推計 

年間約 650ｔ～1,200tを見込む 

エ 排出及び収集方法 

①生ごみ専用指定袋を基本とする 

②専用車両により週２回収集とする 

オ 資源化の方法 

堆肥による資源化が望ましい 
 
資源化の手法については、処理施設が特定の地域に集中しないことを 

前提に、将来における市民への便益、事業の持続性の確保などを見据 

えて、多様な視点から今後も検討を続ける。 

○施設整備や生成物の利用など、市の特性を活かした継続的な取組を 

進める。 

○副資材との混合により良質な堆肥づくりに取組む。 

ア 分別処理の考え方 

①事業者自身が主体となって生ごみ処理に取組む 

②多様な処理方法により更なる資源化を推進する 

イ 資源化の方法 

事業者の考え方や取引先との関係などから、選択的に取組む 
○飼料化・堆肥化・バイオガス化に取組む。 

資源としてまちの活性化につなげる 

１ 生成物の利用 
 

 

 

 

 

 

 

 

堆肥化の場合 

良質な堆肥を生成し、農業利用を進める 
 
○農業者人口の減少と高齢化が同時に進むなかでも、使いたくなる 

堆肥を作り、家庭菜園を楽しむ層へも需要を拡げる。 

○付加価値を持った作物の生産による地域内循環の推進を図り、観光 

資源としての利用にもつなげる。 

２ 理解から実践を促す 
 

 

 

 

 
 

カ 実施時期の目安 

できるだけ速やかに事業化する 
 
〇生ごみの資源化施設は、所有から利用の視点も含め、民間施設や既存

施設の活用、市有地での新設など様々に検討し、できるだけ速やかに

事業化を図る。 

ウ 生ごみ減量の推計 

新たに年間約 500ｔの減量を見込む 

○市は、生ごみの資源利用について、必要な環境を整備する。 

○生成物の活用を図り、安全・安心でおいしい農産物づくりを支援する。 

○資源の循環からなる食材の提供などを契機として、食育を通じて 

環境教育に取組む。 


